
板二小ｉＣＳ委員会だより

第2回ｉＣＳ委員会を開催しました

令和８年7月２日（木）１４：００〜１５：００に第１回委員会を

開催しました。

【一部】午後２時００分～２時２０分

（１）委員長挨拶

（２）学校長挨拶

（３）運動会・第一回熟議での意見や提案を踏まえて

 【二部】（計画代表委員の児童参加）午後２時２５分～３時００分

（１）ｉＣＳ委員 児童自己紹介

（２）ｉＣＳ委員と児童によるグループ熟議

テーマ「板二小をもっとよくするための連携について」
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熟議 「板二小をもっとよくするための連携について」

1. 話し合いの主な提案内容

子どもたちから出た「板二小をよりよくするためのアイデア」について、以
下の2点を中心に話し合いました。

①「板二小のあいさつの輪をさらに広げるには」
• 地域連携の強化： 地域の方が朝のあいさつに参加することで、学校
内だけでなく、家庭や地域でも自然とあいさつができる環境を目指す。

• あいさつ運動： iCS委員会を通じて地域の方々にあいさつ運動への
参加を呼びかける。

②「特別授業をしてもらう」
• 昔遊び・地域の歴史： 生活科のゲストティーチ
ャーや「板二祭り」の一環として、お年寄りに昔
遊びを教えていただく。また、大山や板二小周
辺の昔の様子についてお話を伺う。

• 職業体験： 様々な職業の方からお話を聞く機会を作る。
• ラジオ体操への参加（中学生からの提案）： 夏休みだけでなく、日々

ラジオ体操に地域のお年寄りと子どもたちが一緒に参加する場を作
る。

2. 子どもたちの振り返りと成果
熟議に参加した児童からは、緊張しつつも充実し
た感想が寄せられました。
• 「うまく司会ができるか心配だったが、みんな気
• 軽に話してくれたのでよかった。」
• 「いろんな質問にiCS委員の方が真剣に、優しく答えてくれて嬉しかっ
た。」

• 「だんだんと緊張が解け、たくさん話すことができた。」

【成果とねらい】

子どもたちにとって、「大人が自分たちの話を真摯に聞いてくれること」
「自分たちの意見が大人を動かす力があること」を実感できたことは、非
常に大きな成功体験となりました。特に地域の歴史に関するお話を聞い
た際は、目を輝かせて聞き入る姿が印象的でした。
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